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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜。この遺伝子は、受容体型チロシンキナーゼである上皮成長因子（EGF）受容体ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は独自のリガンド結合ドメインを持たないため、成長因子と結合できません。しかし、リガンド結合型EGF受容体ファミリーの他のメンバーと強固に結合してヘテロ二量体を形成し、リガンド結合を安定化させ、マイトジェン活性化プロテインキナーゼ（MKI）やホスファチジルイノシトール3キナーゼ（PHKI）などの下流シグナル伝達経路のキナーゼによる活性化を促進します。アイソフォームaのアミノ酸654位と655位（アイソフォームbのアミノ酸624位と625位）における対立遺伝子変異が報告されており、最も一般的な対立遺伝子であるIle654/Ile655をここに示す。この遺伝子の増幅および／または過剰発現は、乳がんや卵巣がんを含む多くの癌で報告されています。選択的スプライシングにより、いくつかの追加の転写バリアントが生成され、その中にはdをコードするものもある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	SK-BR-3全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をHER2（リン酸化Tyr1221/1222）ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG（H + L）抗体を用いた。

